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2026 年 10 月 20 日 

各 位 

会 社 名 ビ ズ メ イ ツ 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  鈴 木  伸 明 

（コード番号：９３４５、東証グロース市場） 

問合せ先 経営戦略本部長 CFO 和田 学 

（TEL．03-3526-2640） 

 

 

株式会社 With The World の株式取得及び簡易株式交換に関する 

補足資料及び説明動画のお知らせ 

 

当社は、2026 年 10 月 5 日に開示いたしました「株式会社 With The World の株式取得及び簡

易株式交換による完全子会社化に関するお知らせ」につきまして、その詳細に関する補足資料

及び説明動画を公開いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 補足資料について 

次項以降をご覧ください。 

 

2. 補足説明動画について 

 https://youtu.be/JBB4SE-jPzI 

 

 

（参考）2026 年 10 月 5 日開示済 

「株式会社 With The World の株式取得及び簡易株式交換による完全子会社化に関するお知らせ」 

https://pdf.irpocket.com/C9345/xoA3/IjHJ/wO5N/lmYk.pdf 

 

以上 

 

https://youtu.be/JBB4SE-jPzI
https://pdf.irpocket.com/C9345/xoA3/IjHJ/wO5N/lmYk.pdf


With The World社の完全子会社化について

ビズメイツ株式会社 証券コード：9345
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With The World 株式会社With The World の会社概要

会社名 株式会社With The World

設立 2018年4月

代表取締役社長 五十嵐 駿太

事業内容 ・オンライン国際交流事業

・海外ツアー事業等

本社所在地
兵庫県神戸市中央区浪花町56
起業プラザひょうご内

従業員数（パート含む） 15名 （2026年3月31日現在)

4

オンライン国際交流事業 海外ツアー事業

事前・事後学習から渡航まで一貫してサ
ポートし、観光にとどまらず現地で社会問
題のリアルを肌で学ぶ、実践的な海外研修
プログラム。

国内外の学校をオンラインで結び、同世
代の学生同士が英語で社会課題について
議論や協働学習を行うことで、リアルな
世界を知る機会を提供する国際交流プロ
グラム。

53.8%

45.9% オンライン国際交流事業
海外ツアー事業
その他

売上比率

2026年3月期
売上高 188百万円

0.3%
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Business Model ビジネスモデル
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２つの事業が互いに利用を促し合う好循環と、高い継続率で収益が積み上がるビジネスモデル

２つの事業が生む好循環

学生の学びへの意欲が２つの事業を行き来し、

一方の利用が、もう一方の利用を自然に生み出す（アップセル）

・67カ国の学校とつながる

・定期的・継続的な交流

・導入しやすい価格

オンライン
国際交流事業

・現地でのリアルな体験

・事前学習から渡航まで支援

・1件あたりの単価が高い

海外ツアー
事業

284 684 4,169 
9,655 

24,296 

43,934 

68,683 

91,981 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

「実際に現地を訪れて、
自分の目で見てみたい」

「現地で出会った仲間と、
帰国後も交流を続けたい」

1

導入校の継続率 90％
主なお客さまは学校。毎年のカリキュラムに組み
込まれ、継続利用に新規導入校が加わり、収益
が積み上がる構造

２

授業実施人数の推移（人）

学校向けに積み上がる収益構造
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M&A Outline
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M&Aの概要

M&Aの手法

手法採用の
背景

株式取得および株式交換

1. With The World社発行済株式総数の90.7％を取得

2. 残株数（9.2%）を株式交換により取得し、完全子会社化

• With The World社の代表取締役社長に経営を引き続きリード

• 株主の皆様と同じ目線で、中長期目標達成にコミット（当社株式を一部保有）

※中長期目標「2030年までに売上高100億円、調整後営業利益15億円」達成

M&Aの概要

当社のパーパス「人と企業が成長しあう多様性のある豊かな社会の実現」を共有
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Market Prospects 市場の展望
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教育現場の３つの変化が、With The World社のプログラムへの追い風に

教育現場の変化 のプログラム

GIGAスクール構想

環境・SDGs教育の重視

探究学習の重視

オンライン国際交流

教室から海外の学校と直接つながり、
語学学習や異文化交流を実施

SDGs・環境問題など社会課題がテーマ

国内外の学生が社会課題を英語で議論・協働学習

課題解決型学習（ PBL: Project-Based Learning ）

主体的に学生がテーマを設定し、解決策を考える力
を育成

2022年度から高校で「総合的な探
究の時間」が開始

学習指導要領に「持続可能な
社会の創り手」の育成が明記

生徒1人1台の端末を保有す
るICT化
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Reliability 信頼性
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「国際的な環境課題解決ワークショップ」運営を受託「EDU-Portニッポン応援プロジェクト」に採択

文部科学省等の公的機関から採択・受託実績がある高品質な教育コンテンツを保有

日本型教育の海外展開を通じて、教育の国際化やSDGs
に貢献している機関・団体を支援するプロジェクト。

日本と海外の学生が、有識者から共有された現地課題をも
とに環境・SDGs関連のミッションを設定し、課題解決に向
けた持続可能なアクションや提案を行うワークショップ。

全国の教育機関ネットワーク と 公的機関にも採用される信頼性の高いプログラム

With The World社は、この基盤を活かし、今後の着実な成長を目指します。

文部科学省 環境省
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・語学学習のノウハウ
・グローバル人材育成のノウハウ

Creation of Synergies シナジーの創出
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【短期】 両社のノウハウを掛け合わせ、学校向け市場での事業拡大を目指す

【中長期】世界67カ国の教育機関ネットワークを活用し、日本語学習・外国人材紹介へ展開

世界67カ国の学校・大学・非営利団

体との豊富なネットワークを有する

日本語を学びたい学生

日本で働きたい学生

・学生向けの実践的なプログラム

・ニーズを捉えた企画力

・語学学習のノウハウ

・グローバル人材育成のノウハウ

短期

付加価値の高い
プログラム

学校向け市場での
事業拡大

中長期
オンライン日本語学習サービス

外国人材の人材紹介
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学生から社会人まで、人生の各段階に応じたサービスを一貫して提供できる体制へ

Expansion of the Target Market ターゲット領域の拡大
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これまでの対象顧客 今後の対象顧客

ビジネスパーソン・法人を対象に
サービスを展開

ビジネスパーソン・法人

学校・自治体・学生に
対象顧客を拡大

学校・自治体・学生

ビジネスパーソン・法人



もっと多くのビジネスパーソンが世界で活躍するために

https://lin.ee/TEFxlpe

IR情報のLINE配信登録はこちら Xの公式アカウントはこちら

https://x.com/Bizmates_inc https://x.com/Bizmates_inc_IR

PR公式 IR公式



© Bizmates, Inc. all rights reserved.

Precaution 本資料の取り扱いについて

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれていますが、これらの記述は、当該記述を

作成した時点における入手可能な情報に基づいて作成されたものにすぎません。さらに、こう

した記述は、将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。実

際の結果は環境の変化などにより、将来の見通しと大きく異なる可能性があることにご留意く

ださい。

上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内外の経済情勢や当社の関連する業界動

向等が含まれますが、これらに限られるものではありません。

また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであり、か

かる情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保証する

ものではありません。
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